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芸
術
文
化
の
振
興

が
期
待
さ
れ
る
C

昭

和

五

十

年

度

文

敦

行

政

の

展

望

：
 

I
 

I
 

］
 

ー
ー
芸
術
祭
三
十
年
記
念
事
業
実
謳
こ
ど
忍
•
青
少
年
に
対
す

る
芸
術
文
化
の
普
及
の
拡
充
、
国
宝
重
要
文
化
財
等
の
保
存
鯰

理
の
充
実
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
舘
（
仮
称
）
の
設
立
準
備
な
ど

昭
和
五
十
年
度
の
文
化
行
政
関
係
予
算
に
つ
い
て
は
、
緊
縮
財
政
が
叫
ば
れ

て
い
る
折
か
ら
予
算
の
硫
保
の
困
娯
炉
予
想
さ
れ
た
が
、
文
化
行
政
の
問
題
は

人
間
生
活
の
心
の
概
と
し
て
、

に
押
し
進
め
る
べ
き
と
す
る
観

点
も
あ
り
、
結
果
と
し
て
、
伸
び
率
は
と
も
か
く
そ
れ
な
り
に
き
め
細
か
く
配

慮
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
事
業
執
行
上
は
充
実
し
た
も
の
に
な
る
こ
と

ま
ず
、
昭
和
万
十
年
度
の
文
化
庁
の
予
算
額
を
み
る
と
、
官
庁
営
繕
費
（
国

立
国
語
研
究
所
庁
舎
等
新
営
、
建
設
省
計
上
分
）
を
含
め
総
額
二
百
十
豆
億
円

青
少
年
芸
術
閲
昂
、
こ
ど
も
芸
術
劇
岱
と
い
っ
た
国
氏
各
眉
に
あ
ま
ね
く
芸
術

文
化
の
普
及
を
図
る
扉
策
を
翼
点
的
に
拡
充
し
、
さ
ら
に
各
地

備
に
対
す
る
補
助
を
含
む
雌
方
芸
術
文
佑
捩
興
策
の
充
実
、
芸
術
関
係
団
体
に

対
す
る
補
助
の
充
実
、
芸
術
家
在
外
研
修
の
充
実
等
が
あ
け
ら
れ
る
。

文
化
財
保
護
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
国
立
厖
史
民
俗
博
物
姐
（
仮
称
）
の
設

立
準
備
の
促
進
を
図
る
ほ
か
、
薗
年
度
に
引
き
読
き
坦
蔵
文
化
財
保
存
対
策
の

頭
化
を
霊
点
的
に
配
慮
し
、
ま
た
、
史
跡
等
買
上
け
の
拡
充
、
国
宝
重
要
文
化

財
等
保
存
舷
備
の
充
実
、
無
形
文
化
助
保
持
者
に
対
す
る
特
別
助
成
金
の
増
頷

を
含
む
無
形
文
化
財
の
保
護
施
策
の
強
化
、
犀
宝
賃
要
文
化
財
等
翼
上
げ
袈
の

充
実
等
、
各
般
の
施
策
に
配
慮
し
て
い
る
。

な
捻
ま
た
、
内
外
の
社
会
情
勢
の
巡
展
に
即
応
し
、
長
朗
的
偏
点
に
立
っ

て
、
新
し
い
見
池
か
ら
日
本
文
化
の
振
興
を
図
る
た
め
、
文
化
行
政
の
長
閲
総

合
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

以
下
、
文
化
庁
の
予
筒
及
び
事
業
の
慨
要
を
、
一
芸
術
文
化
の
振
興
、

文
化
行
政
長
期
総
合
計
画
の
策
定
の
三
つ
に

文
化
財
促
護
の
充
実
、
三

分
け
て
さ
ら
に
詳
述
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

昭
和
五
十
年
度
の
芸
術
文
化
関
係
予
算
は
さ
本
庁
人
件
費
を
除
き
、
四
十
六

億
三
千
八
百
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
前
年
度
に
比
し
、
十
億
五
千
二
百
万
円
の

増
で
、
侃
び
率
二
九
全
一
％
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
本
庁
の
芸
術
文
化
振
興
費
の

で
、
昭
和
四
十
九
年
度
堂
初
予
算
額
に
比
べ
る
と
四
十
億
円
（
二
三
妬
）
の
増

で
あ
り
、
官
庁
営
繕
費
を
除
く
文
化
庁
の
予
算
は
、
昭
和
四
十
九
年
度
等
初
予

算
額
に
比
べ
て
三
十
八
億
円
(
-
三
菟
）
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
事
業
の
面
で
主
な
も
の
を
み
る
と
、
芸
術
文
化
の
振
興
に
つ
い
て

は
、
国
民
生
活
の
質
的
充
実
の
一
環
と
し
て
重
点
的
に
配
慮
さ
れ
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
か
昭
和
五
十
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
国
立
文
化
謡
設
整
備
の
た

め
、
前
年
度
に
引
き
続
き
第
二

オ

ペ＇（一）
ラ
ヽ

,,, 

レ
こ

ヽ

（
仮
称
）
、
演
芸
資
料
セ
ン
タ
ー
、

（
仮
称
）
及
び
国
立
国
際
美
術
館
（
仮
称
）
の
設
立
準
備
を
進
め
る
こ
と
と
し

て
い
る
ほ
か
、
芸
術
祭
三
十
閏
年
を
記
念
し
て
従
来
の
主
催
公
演
を
拡
充
し
た

ほ
か
、
さ
ら
に
ア
ジ
ア
民
族
芸
能
祭
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
移
動
芸
術
祭
、

第
二
国
立
劇
湯
（
仮
称
）
の
設
立
準
備

オ
ー
ゲ
ス
ト
ラ
、
新
劇
審
の
現
代
芸
詣
の
た
め
の
第
二

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
六
年
度
か
ら
調
査
贅
か
計
上
さ

托
調
査
旋
訂
が
始
め
ら
れ
、
昭
和
四
十
七
年
十
二
月
に
第
二
国
立
劇
場
設
立

準
備
整
議
会
が
発
足
し
P

そ
の
中
に
事
業
専
門
委
員
会
、
さ
ら
に
同
委
員
会
に

音
楽
、
演
劇
、
舞
踊
の
各
部
会
が
設
け
ら
れ
て
、
第
二
国
立
劇
湯
の
目
的
、
性

鰭
事
業
、
施
設
等
の
華
本
的
な
考
え
方
応
つ
い
て
慎
重
な
検
討
が
続
け
ら
れ

て
き
た
。
昭
和
四
十
九
年
度
に
は
施
設
の
規
模
、
配
置
等
の
革
本
計
画
を
作
成

し
、
昭
和
五
十
年
度
は
協
議
会
に
お
い
て
、
い
っ
そ
う
具
体
的
な
調
査
検
討
を

行
う
ほ
か
、
引
き
続
き
施
設
の
規
模
、
配
置
等
の
基
本
構
想
を
作
成
す
る
こ
と

と
し
て
、
二
千
二
百
八
十
四
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

，＇， 二
,
'
,
 

日
本
万
国
博
覧
会
に
際
し
、

国
立
固
際
美
術
館
（
仮
称
）
の
設
立
準
備

用
し
て
新
し
い
国
立
美
術
餌
を
設
置
し
て
ほ
し
い
旨
の
要
望
が
か
ね
て
よ
り
各

方
面
か
ら
出
さ
れ
て
お
り
f
こ
れ
ら
の
事
情
を
背
景
と
し
て
、
文
化
庁
長
官
の

諮
問
に
基
づ
き
r

芸
術
文
化
専
門
調
査
会
の
美
術
部
門
に
お
い
て
調
査
審
議
が

行
わ
れ
、
昭
和
四
十
八
年
八
月
「
旧
万
国
博
美
術
館
は
、
日
本
美
術
の
源
流
と

発
展
、
世
界
の
美
術
と
日
本
美
術
と
の
関
述
等
を
国
際
的
視
野
に
立
ち
、
教
酋

国
立
芸
術
文
化
施
設
の
整
備

伸
長
は
、
互
億
四
千
三
百
万
円
増
の
二
十
七
億
八
千
百
万
円
で
二
四
・
三
知
の

っ
て
い
る
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動
の
た
め

池
方
に
零
い
て
は
、
大
都
市
に
比
べ
て
芸
術
鑑
賞
の
絨
会
に
乏
し
く
文
化
活

の
点
で
も
立
ち
お
く
れ
て
い
る
。
文
化
庁
で

各
都
市
の
文
化
施
設
炉
峨
方
に
お
け
る
文
化
の
振
興
の
う
え
に
効
果
的
な
役

割
を
果
た
す
よ
う
、
昭
和
四
十
八
年
度
か
ら
、
文
化
施
設
が
主
催
す
る
芸
術
文

化
事
業
に
要
す
る
経
般
に
つ
い
て
補
助
し
て
お
り
、
昭
和
五
十
年
度
は
補
助
対

象
施
殷
数
を
二
十
五
旅
設
分
増
加
し
て
、
百
四
十
五
施
設
分
（
一
施
設
当
た
り

約
五
十
万
円
）
の
六
千
六
百
七
十
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

3

池
方
文
化
指
端
者
に
対
す
る
海
外
研
修
費
の
補
助

都
道
府
県
。
指
定
昴
市
の
文
化
行
政
担
堂
識
員
そ
の
他
池
方
文
化
の
指
導
者

を
海
外
に
派
遣
し
て
r

号
昭
外
国
の
文
化
行
政
、
文
化
事
情
を
調
査
さ
せ
る
こ
と

は
地
方
文
化
の
捩
輿
並
び
に
文
化
の
国
際
交
通
の
促
進
に
資
す
る
と
こ
ろ
が
板

め
て
大
き
い
。
こ
の
た
め
、
池
方
文
化
指
導
者
の
海
外
研
修
に
必
要
な
補
助
金

百
八
十
八
万
円
（
一
人
三
十
七
万
五
千
円
、
五
人
分
）
を
新
規
紅
計
上
し
て
い

る。

国
移
動
芸
術
祭

平
素
、
芸
術
鑑
賞
の
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
池
方
に
住
む
人
々
に
、
古
典
及
び

現
代
の
優
れ
た
舞
台
芸
術
を
鑑
賞
す
る
槻
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

昭
和
四
十
六
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
該
動
芸
術
祭
は
、
昭
和
五
十
年
度
は
公

演
贅
の
単
価
ア
ッ
プ
に
よ
り
二
億
八
千
二
百
十
四
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る

（
公
演
誼
目
九
穂
自
、
春
季
四
十
一
公
演
。
秋
季
百
六
十
二
公
演
で
昭
和
四
十

九
年
度
と
公
演
規
模
は
同
じ
）
。
~

岡
国
公
立
美
術
館
協
力
企
画
美
術
展
及
び
現
代
美
術
選
抜
展

本
年
度
ま
で
行
っ
て
い
た
地
方
巡
回
名
作
美
術
展
の
代
わ
り
に
、
新
た
に
国

立
美
術
舘
と
公
立
美
術
館
の
協
力
企
画
に
よ
る
美
術
展
を
公
立
美
術
館
に
巡
回

地
方
に
お
け
る
芸
術
文
化
の
捩
興

的

配

慮

の

下

に

、

青

少

年

は

じ

め

広

く

ベ

一

こ

と

を

目

的

と

す

る
国
立
国
際
美
術
館
（
仮
称
）
と
し
て
活
用
す
べ
き
で
あ
る
」
旨
の
報
告
が
行

わ
れ
た
。

こ
の
朝
告
に
基
づ
き
、
同
施
設
を
い
か
し
て
昭
和
五
十
一
年
度
に
標
記
美
術

舘
を
開
設
す
る
こ
と
と
し
、
昭
和
四
十
九
年
度
か
ら
設
立
準
備
に
必
要
な
経
費

を
計
上
し
て
お
り
，
，
昭
和
五
十
年
度
も
設
立
準
備
調
査
会
の
開
催
に
必
要
な
経

費
展
覧
会
開
似
等
準
備
及
び
施
設
整
備
等
設
立
準
備
に
必
要
な
経
費
八
千
八

百
三
十
一
万
円
を
計
上
し
た
ほ
か
、
設
立
準
備
要
員
九
人
（
昭
和
四
十
九
年
度

四

人

）

を

置

く

こ

と

と

し

て

い

る

。

．

国
演
芸
資
料
セ
ン
タ
ー
・
（
仮
称
）
の
設
立
準
備

落
語
、
諮
談
、
浪
曲
、
い
ろ
も
の
等
の
伝
統
的
な
大
衆
芸
能
に
関
す
る
貴
宣

な
資
料
の
散
逸
、
滅
失
を
防
ぎ
、
そ
の
保
存
活
用
を
図
る
た
め
、
演
芸
資
料
セ

ン
タ
ー
の
設
立
に
つ
い
て
調
査
旋
討
す
る
こ
と
と
し
、
昭
和
四
十
九
年
度
か
ら

設
立
準
備
に
必
要
な
経
喪
を
計
上
し
て
お
り
、
旧
和
五
十
年
度
も
設
立
準
備
闘

査
会
の
開
催
、
各
地
に
伝
わ
る
大
衆
芸
能
の
実
態
調
査
等
の
準
備
詞
査
を
行
う

た
め
の
経
蝶
百
八
十
九
万
円
を
計
上
し
た
ほ
か
、
資
斜
購
入
等
に
必
要
な
紐
費

四
百
四
十
二
万
円
お
よ
び
基
本
設
計
準
備
に
必
要
な
経
費
一
千
万
円
を
計
上
し

て
い
る
。

に
こ
の
よ
う
な
不
均
等
を
解
消
し
て
全
国
的
に
芸
術
文
化
享
受
の
機
会
均
等
定

図
る
と
と
も
に
、
各
池
の
特
色
あ
る
文
化
の
い
っ
そ
う
の
癸
展
を
め
ざ
し
て
、
発

足
以
来
池
方
に
お
け
る
芸
術
文
化
の
振
輿
に
努
め
て
い
る
炉
、
昭
和
五
十
年
度

も
こ
の
点
に
重
点
を
お
い
て
次
の
よ
う
な
施
策
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

日
文
化
施
設
の
竪
備

文
化
庁
で
は
、
さ
し
あ
た
り
入
口
十
万
人
以
上
の
都
市
及
び
広
域
市
町
村
圏

の
中
心
都
市
で
未
設
置
の
都
市
に
お
け
る
文
化
施
設
（
芸
術
文
化
活
動
の
発
表

の
楊
と
も
な
り
、
舞
台
芸
術
鑑
賞
の
場
と
も
な
る
劇
彎
音
楽
ポ
ー
で
美
術

展
示
楊
等
の
機
能
を
も
つ
施
設
）
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
し
、
建
殷
費
の
補

助
を
行
っ
て
い
る
炉
、
昭
和
五
十
年
度
は
一
館
当
た
り
の
補
助
金
を
四
千
四
百

万
円
（
四
十
九
年
度
は
三
千
五
百
万
円
）
と
増
額
し
、
十
億
一
千
二
百
万
円
を

計
上
し
て
い
る
（
菊
助
対
象
館
数
け
昭
和
四
十
九
年
度
と
同
数
の
二
十
三
館
で

あ
る
）
。⇔
 
地
方
に
お
け
る
芸
術
文
化
活
動
の
促
進

磨
県
の
行
う
文
化
活
動
に
対
す
ろ
補
助

都
道
肉
県
が
主
催
す
る
芸
術
文
化
活
助
事
業
を
促
進
し
て
雌
方
に
お
け
る
芸

箭
文
化
の
振
興
に
資
す
る
た
め
、
昭
和
四
十
三
年
度
か
ら
都
道
府
県
の
行
う
音

羮
演
劇
、
舞
踊
、
美
術
p
立
芸
等
の
事
業
に
要
す
る
経
費
に
つ
い
て
補
助
金

を
交
村
し
て
い
る
が
、
昭
和
五
十
年
度
は
三
千
五
百
八
十
ハ
万
円
（
昭
和
四
十
九

年
度
三
十
六
県
1
>

昭
和
五
十
年
度
―
―
―
十
九
県
、
一
県
当
た
り
約
百
万
円
）
を
計

上
し
て
い
る
。

2'T

文
化
加
殷
の
自
主
事
業
に
対
す
る
袖
助

展
示
す
る
「
国
公
立
美
術
館
協
力
企
画
美
術
展
」
に
要
す
る
経
費
を
三
百
四
万

円
計
上
し
て
い
る
。

現
代
の
美
術
の
助
向
を
紹
介
す
る
た
め
に
日
展
、
院
辰
等
に
お
け
る
受
賞
作

品
を
数
か
所
に
巡
図
展
示
す
る
現
代
美
術
選
抜
展
と
、
各
県
で
開
催
さ
れ
る
県

展
か
ら
優
虹
た
作
品
を
選
抜
し
て
東
京
で
展
示
す
る
県
展
選
抜
展
は
、
七
百
八

十
二
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

成
長
期
に
、
優
九
た
芸
術
に
直
接
疾
す
る
こ
と
は
、
芸
術
を
深
く
理
解
し
、

こ
れ
を
愛
好
す
る
心
情
を
育
て
、
情
操
を
養
う
な
ど
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ

る
。
こ
の
た
め
、
主
と
し
て
鑑
賞
の
歳
会
に
恵
ま
れ
な
い
池
方
に
住
む
こ
ど
も

や
少
年
に
優
汎
た
郷
台
芸
術
に
接
す
る
様
会
を
提
供
す
る
た
め
、
次
の
よ
う
な

す
よ 事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

青
少
年
芸
術
劇
揚

十
四
歳
か
ら
十
九
歳
ま
で
の
中
学
校
、
高
等
学
校
の
生
徒
や
勤
労
青
少
年
を

対
象
に
、
オ
ペ
ラ
、
バ
レ
ニ
、
歌
舞
伎
等
の
巡
回
公
演
を
行
い
、
無
料
で
鑑
賞

さ
せ
る
事
業
で
、
昭
和
四
十
二
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
昭
廂
五
十
年
度

は
、
従
来
の
オ
ペ
ラ
、
バ
レ
天
交
響
楽
、
新
劇
、
能
狂
言
、
文
楽
、
歌
舞
伎

の
七
種
目
に
新
た
に
邦
楽
・
邦
舞
を
加
え
八
稲
目
、
公
演
回
数
を
百
二
十
五
回

か
ら
百
四
十
二
回
と
し
、
二
億
六
百
六
十
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

2
 六

歳
か
ら
十
三
歳
ま
で
の
小
。
中
学
設
の
児
童
•
生
徒
を
対
象
に
、

青
少
年
及
び
こ
ど
も
に
対
す
る
芸
術
支
化
の
普
及

ぷ

●

-
9
s
l
.
.

ー
も
―
’
C
.
-
•
9
1
[
5
-
i

.. 4
,
9
;
r
、,
.. i
:
’
'
迄
喜
冑
＇
’
`
’
！
.
_
|

.g-― 

ー

こ
ど
も
芸
術
劇
場

児

童

- 77 - --76 -



い
＼
で
鑑
質
さ
せ
る
事
業
で
冷
昭
租
四

ら
実
施
し
て
い
る
。
昭
和
五
十
年
度
は
、
従
来
の
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
、
音
楽
劇
、
バ
レ
ニ
、
児
童
劇
の
四
翫
自
に
合
唱
を
新
た
に
加
え
五
祗
目
、

公
演
回
数
を
ハ
十
四
回
か
ら
百
四
十
一
回
と
し
f
一
億
二
千
九
百
九
十
三
万
円

を
計
上
し
て
い
る
。

H

芸
術
文
化
関
係
団
体
の
事
業
に
対
す
る
助
成

芸
術
文
化
の
向
上
普
及
は
、
芸
術
文
化
関
係
団
体
の
活
劾
に
負
う
と
こ
ろ
が

板
め
て
大
き
い
が
、
こ
れ
ら
の
団
体
の
多
く
は
、
資
金
不
足
で
十
分
な
活
動
が

で
き
な
い
実
柏
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
従
・31不
か
ら
、
創
作
活
励
池
方
芸
術
文

化
振
興
、
在
京
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
助
成
、
宵
少
年
等
へ
の
芸
術
普
及
、
芸
術
文
化

資
料
の
墜
圃
芸
術
文
化
の
国
際
交
流
等
の
事
業
に
対
し
て
袖
助
し
て
い
る

が
、
昭
和
五
十
年
度
は
六
億
七
千
五
百
四
十
三
万
円
を
計
上
し
た
。

口
芸
術
家
在
外
研
修
等

1

芸
術
家
在
外
研
修
員
の
派
追

美
術
、
音
楽
、
郷
踊
、
瀕
閲
、
脚
閲
、

ー
マ
で
呉
他
に
研
修
さ
せ
、

十
二
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

を
四
企
増
加
し
て
二
十
，
・
バ
名
と
ナ
る
ほ
か
、
二
年
の

度
同
椋
四
名
派
追
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
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7

所
に
新
茂
レ
た
日
本
語
教
育
部
を
夏
に
盤
備
充
実
し
て
（
定
員
五
人
↓
七
人
）
、

日
本
語
教
育
関
係
諸
樹
関
と
の
連
携
。
協
力
の
下
に
、
日
本
語
教
育
の
教
育
内

容
・
方
法
の
研
究
、
教
粧
・
教
具
の
研
究
開
発
と
そ
の
作
成
。
提
供
、
敦
員
研

修
等
を
総
合
的
に
行
う
。
事
業
関
係
予
算
と
し
て
、
千
八
百
十
五
万
円
を
計
上

し
て
い
る
。
国
語
施
策
の
改
善
等

因
国
詔
寄
謡
会
に
お
い
て
引
き
輯
き
国
語
施
策
の
改
善
の
具
体
策
に
つ
い
て
艇

議
す
る
と
と
も
に
、

国
語
施
棗
に
つ
い
て
の
意
見
調
五
、

作
成
。
配
布
、
国
語
施
霞
に
関
す
る
実
態
調
査
（
新
規
）

国
語
問
題
研
究
協
議

会
の
開
他
、
教
育
に
お
け
る
国
語
閲
区
の
闘
査
、
国
語
に
関
す
る
普
及
資
料
の

の
経
費
及
び
国
語
施
扇
に
関
す
る
加
外
調
査
を
行
う
た
め
の
麟
碑
国
と
し
言
一
千

三
百
五
十
二
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

心
著
作
櫂
思
想
の
国
際
的
普
及

我
が
国
の
署
作
物
や
レ
コ
・
ー
ド
等
が
普
及
し
て
い
る
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
著

作
権
事
伯
を
謁
査
す
る
た
め
マ
レ
ー
シ
ア
に
調
査
団
（
二
人
）
を
訳
述
す
る
と

と
も
に
r
我
が
国
の
着
作
櫂
制
度
に
対
す
る
洵
外
の

る
た
め
、
同

制
度
の
概
要
を
誓
分
す
る
欧
文
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
＂
配
布
す
る
こ
と
と

し
、
百
六
十
一
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

因
世
界
の
宗
教
事
情
調
査

四
十
八
年
度
か
ら
四
か
年
計
両
で
国
と
宗
教
と
の
関
係
、
国
と
宗
敦
団
体
と

の
関
係
等
に
つ
い
て
の
諸
外
国
の
実
柄
謁
証
を
実
施
し
て
い
る
が
、

昭
和
五
十

年
度
は
ア
メ
リ
カ
池
域
の
実
雄
調
査
を
行
う
こ
と
と
し
、
百
八
十
二
万
円
を
計

上
し
て
い
る
6

囚
国
立
美
術
館
等
の
整
備
充
実

1

東
京
国
立
近
代
美
術
館
は
、
特
別
展
「
ジ
ュ
ー
ル
。
レ
ア
リ
ス
ム
展
」
謁

催
費
四
千
三
百
六
十
五
万
円
等
を
計
上
し
て
い
る
。

2

京
都
国
立
近
代
美
術
館
は
、
特
別
展
「
ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
工
芸
展
」
閑
催
費

三
千
四
百
三
十
八
万
円
等
を
計
上
し
た
ほ
か
、
庁
舎
新
営
の
た
め
の
調
査
と
し

て
基
本
設
計
費
五
百
九
十
八
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

3J
国
立
西
洋
美
術
館
は
、
特
別
展
「
英
匡
肖
像
画
展
」
閑
偏
費
四
千
十
七
万

円
等
を
計
上
し
た
ほ
か
r
新
た
に
新
館
建
設
調
査
費
二
千
九
万
円
を
計
上
し
て

い
る
。

4
国
立
国
語
研
究
所
は
、
前
述
の
日
本
語
教
育
部
の
党
備
の
ほ
か
、
同
研
究

所
の
管
浬
部
門
及
び
日
本
語
教
育
部
の
庁
舎
の
新
営
に
つ
い
て
は
、
全
体
計
画

五
千
九
百
三
十
七
平
方
米
、
八
億
八
千
五
百
六
十
七
万
円
の
う
ち
、
昭
和
五
十

年
度
エ
亭
分
と
し
て
官
庁
営
繕
費
二
偉
九
千
二
百
七
十
八
万
円
（
四
十
九
年
度

工
事
分
一
億
匹
千
六
百
十
六
万
円
）
を
計
上
し
て
い
る
。

5
日
本
芸
術
院
は
、
▼
日
本
芸
術
院
会
員
年
金
を
一
人
当
た
り
百
二
十
万
円
か

ら
百
五
十
万
円
に
増
額
し
た
。

十
文
化
庁
提
供
テ
レ
ビ
番
組
の
拡
充

、‘,I‘
.
9
‘
 

国
立
博
物
館
、
美
術
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
文
化
財
や
名
品
p
我
が
国
や
外

国
の
美
術
作
品
の
特
別
展
の
陳
列
品
、
国
立
劇
楊
で
上
演
さ
れ
る
歌
舞
伎
・
文

羮
雌
方
の
民
俗
芸
詣
そ
の
他
を
詔
介
解
説
す
る
テ
レ
ビ
番
餌
「
美
を
も
と
め

て
」
は
、
昭
和
五
十
年
囮
月
か
ら
三
月
ま
で
十
二
か
月
、
二
十
四
局
で
放
送
す

四

芸
術
文
化
活
動
の
奨
励
・
助
成
等

ゥ
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芸
術
文
化
指
導
者
等
の
海
外
派
遣

芸
術
麒
分
野
、
芸
術
文
化
行
政
等
の
各
分
野
の
指
導
的
立
場
に
あ
る
人
を
短

期
間
海
外
に
派
造
し
海
外
の
芸
術
文
化
に
つ
い
て
詞
査
研
究
さ
せ
る
も
の
で
p

昭
和
四
十
九
年
度
同
様
五
名
分
が
計
上
さ
九
て
い
る
。

国
芸
術
祭
及
び
芸
術
選
奨

毎
年
私
に
実
施
し
て
い
る
国
の
芸
術
祭
は
、
昭
和
五
十
年
度
に
三
十
周
年
を

迎
え
る
た
め
、
主
催
公
演
を
二
種
目
増
加
し
て
八
種
目
と
す
る
ほ
か
、
新
た
に
ア

ジ
ア
民
族
芸
能
祭
を
実
施
す
る
。
そ
の
ほ
釘
賞
金
を
増
額
し
（
大
貨
二
十
万

円
↓
一
i
-
+
i
万
円
、
優
秀
賞
十
万
円
↓
十
＇
五
万
円
）
、
芸
術
祭
三
十
年
史
を
作
成
す

る
。
以
上
に
要
す
る
誤
費
｀
と
し
て
一
億
四
百
九
十
六
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

芸
術
各
分
野
に
お
い
て
年
間
に
優
九
た
業
績
を
あ
げ
た
者
及
び
優
れ
た
新
人

を
虚
も
巳
そ
の
芸
術
活
励
を
奨
励
す
る
芸
術
選
奨
も
賞
金
を
増
類
す
る
こ
と
と

し
（
二
十
万
円
↓
i
―
―
十
万
円
）
八
百
四
十
二
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

固
優
秀
映
国
の
製
作
奨
励

前
年
度
に
引
き
続
き
、
優
秀
映
詞
の
製
作
促
進
の
た
め
の
奨
励
金
一
億
円

（
一
本
i
千
万
円
p
土
本
分
）
を
酎
上
し
た
ほ
か
r
飯
秀
映
画
の
製
作
及
び
鑑

貨
の
但
道
方
策
に
つ
い
て
引
き
続
き
調
蒼
研
究
す
る
た
め
、
露
祉
会
の
開
侶
等

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

国
外
国
人
に
対
す
る
曰
本
腰
教
育

匡
際
交
況
の
活
発
化
に
伴
只
外
国
入
亡
対
す
る
日
本
語
教
育
を
充
実
発
展

帳
が
増
大
し
つ
つ
あ
る
が
、
こ
の
日
本
語
教
育
推
進
の
た
め
の
闘

の
促
進
を
図
る
と
と
丸
に
昭
和
四
十
九
年
四
月
、
国
立
匡
語
研
究
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曰
史
跡
等
買
上
げ
補
助

こ
れ
に
対
処
す
る
た
も
、
ま
ず
挙
げ
ら
仇
る
の
が
瑶
方
公
共
団
体
炉
行
う
史

跡
等
の
土
地
買
い
上
げ
に
対
す
る
補
助
で
あ
る
。
こ
の
史
跡
公
有
嶋
の
趣
旨

は
、
史
跡
指
定
雄
の
う
ち
民
有
漉
に
つ
い
て
は
、
急
激
な
開
発
の
た
，
の
に
f
．
法

に
よ
る
規
制
の
み
で
は
史
跡
を
民
有
池
の
ま
ま
で
保
存
す
る
こ
と
炉
極
め
て
困

罷
に
応
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
公
有
化
に
よ
り
そ
の
保
護
を
図
ろ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
昭
和
五
十
年
度
に
は
補
助
金
四
十
二
億
円
（
補
助
率
八
割
）
を
計

上
し
て
い
る
が
、
こ
の
ほ
か
、
昭
和
四
十
九
年
度
よ
り
池
方
債
又
は
土
池
麒
発
公

社
等
に
よ
る
先
行
取
得
に
対
し
て
そ
の
償
還
又
は
再
取
得
の
経
費
を
後
年
度
に

補
助
す
る
方
法
も
併
せ
て
行
い
、
史
跡
等
の
公
有
化
の
促
進
を
図
っ
て
い
る
。

⇔

修

理

r

環
境
整
備
補
助

史
跡
内
の
石
垣
の
修
浬
や
建
造
物
の
屋
根
の
葺
替
え
等
の
修
理
事
業
及
び
霊

鳴
芝
張
り
、
訊
樹
等
の
環
境
整
鋪
事
業
に
つ
い
て
は
、
六
億
七
百
三
十
1

二
万

円
の
補
助
金
を
計
上
し
て
い
る
。
こ
の
環
境
整
備
事
業
の
う
ち
に
は
、
各
池
方

に
お
け
る
伝
統
あ
る
歴
史
的
、
鳳
士
的
特
性
を
表
す
遺
跡
炉
多
く
所
在
す
る
旭

域
の
広
域
保
存
と
露
境
整
備
を
図
り
、
併
せ
て
資
料
館
を
設
置
し
て
、
こ
れ
ら

の
追
跡
及
び
資
粕
の
一
体
的
な
保
存
及
び
普
及
活
用
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
「
風
土
記
の
丘
」
の
整
備
事
業
も
合
ま
れ
て
い
る
。

国
囲
柵
、
標
柱
補
助
等

史
跡
等
の
防
災
事
業
及
び
囲
柵
、
標
柱
、
説
朗
板
等
の
保
存
施
設
事
業
に
つ

い
て
は
、
二
千
四
百
七
十
四
万
円
の
補
助
金
を
計
上
し
て
い
る
。

ま
た
、
史
跡
の
保
瞑
の
一
層
の
適
切
を
図
る
た
め
、
昭
和
四
十
九
年
度
よ
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国

宝

。

霊

要

文

化

財

の

修

理

事

業

に

つ

い

て

に

重

点
を
置
き
、
こ
の
関
係
で
は
東
大
寺
金
堂
等
の
継
続
事
業
を
含
め
、
五
億
八
千

万
円
増
の
二
十
一
億
七
千
万
円
、
美
術
工
芸
品
関
係
で
は
一
億
八
百
六
十
三
万

円
の
補
助
金
を
計
上
し
て
い
る
。

ま
た
、
国
有
の
指
定
文
化
吋
建
造
物
で
函
が
直
接
修
坦
を
行
う
も
の
と
し
て

は
、
前
年
度
か
ら
の
絋
談
事
業
と
し
て
北
海
道
大
学
農
学
部
第
二
農
楊
一
千
二

十
万
円
、
旧
近
衛
師
団
司
令
部
庁
金
一
億
三
千
五
百
六
十
七
万
円
及
び
奈
良
県

概
原
市
今
井
町
所
正
の
民
家
旧
米
谷
家
住
宅
の
修
理
費
一
千
二
百
九
万
円
を
、

そ
れ
ぞ
れ
計
上
し
て
い
る
。
同
じ
く
国
有
の
高
松
椒
古
墳
璧
国
に
つ
い
て
も
、

そ
の
保
存
の
た
め
必
要
な
修
碑
襲
七
百
＝
―
十
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

国
宝
。
重
要
文
化
財
の
防
災
慕
業
に
つ
い
て
は
、
建
造
物
関
係
で
は
、
自
励

火
災
報
知
設
備
、
泊
火
設
蘭
、
避
雷
設
備
の
設
置
等
の
一
般
防
災
の
ほ
か
、
瓜

国
宝
。
重
要
文
化
財
の
保
存
整
儲

昭
和
五
十
年
度
の
国
の
文
化
財
保
護
関
係
予
算
は
、
文
化
庁
及
び
各
付
属
模

関
の
人
件
費
を
除
き
、
事
業
贅
総
額
で
約
百
四
十
五
億
二
千
二
百
七
十
五
万
円

で
あ
り
、
前
年
度
当
初
予
算
に
比
し
約
二
十
三
億
七
百
八
十
七
万
円
（
一
九
％
）

の
増
と
な
っ
て
い
る
。

文
化
財
保
護
の
充
実

る
経
槃
一
億
七
千
，
lJ

て
い
る
°

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
保
存
整
備

国
宝
。
菫
要
文
化
財
等
の
買
上
げ

除
泣
の
設
置
な
ど
の
環
境
保
全
p
民
家
の
緊
急
調
査
及
び
買
上
げ
、
疇
害
緊
急

防
除
な
ど
の
諸
事
業
を
実
施
す
る
経
費
と
し
て
五
信
五
千
九
百
十
七
万
円
の
補

助
金
を
計
上
し
て
い
る
。
美
術
工
芸
品
関
係
で
は
、
一
般
防
災
と
保
存
摩
の
設

置
に
一
億
百
三
十
六
万
円
の
補
助
金
を
計
上
し
た
ほ
か
、
指
定
文
化
財
を
多
数

所
有
す
る
社
寺
の
美
術
工
芸
品
収
蕨
摩
建
設
費
補
助
と
し
て
九
千
五
百
九
十
九

万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

以
上
の
ほ
か
、
古
文
嘗
等
緊
急
調
査
、
法
降
寺
文
化
財
管
理
等
に
要
す
る
経

費
を
前
年
度
に
引
き
続
き
計
上
し
て
い
る
。

璽
三
重
要
文
化
財
等
の
敬
逸
、
損
壊
、
泡
外
流
出
等
を
防
止
し
、
国
が
こ

汎
を
買
い
上
げ
て
、
積
極
的
に
そ
の
俣
存
、
活
用
を
図
る
た
め
、
国
宝
。
霊
要

文
化
財
貿
上
け
費
十
二
億
五
十
万
円
を
計
上
、
ま
た
、
無
形
文
化
財
資
料
の
・
贈

入
に
要
す
る
経
費
1

-

]

百
三
十
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

自
下
設
立
準
備
中
の
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
後
記
）
の
資
料
購
入
賽
と
し

て
四
千
万
円
が
、
東
京
f
京
都
r
奈
良
の
三
国
立
博
物
舘
の
院
列
品
贈
入
費
と

し
て
二
億
五
千
五
百
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

最
近
の
各
種
の
固
土
開
発
事
業
等
の
急
速
な
遮
展
に
伴
い
、
史
跡
名
勝
天
然

記
念
物
や
埋
蔵
文
化
財
の
保
護
の
問
題
茄
各
雄
で
発
生
し
、
こ
れ
ら
の
問
題
の

解
決
は
、
文
化
財
保
護
行
政
の
上
で
最
も
緊
急
の
隷
題
と
な
っ
て
い
る
C

h
f
史
跡
保
存
音
理
計
画
の
策
定
に
要
す
る
諾
毀
を
補
助
し
て
お
り
、
二
千
万

円
の
補
助
金
を
計
上
し
て
い
る
。

回

平

城

宮

跡

の

保

存

蜜

備

．

数
多
く
の
史
跡
の
う
ら
で
も
飛
烏
。
膝
原
宮
跨
や
平
城
宮
跡
は
我
が
国
の
歴

史
上
そ
の
意
義
炉
特
に
露
要
な
も
の
で
あ
る
の
で
、
そ
の
俣
籐
の
た
め
に
毎
年

重
点
的
に
予
算
を
計
上
し
て
お
り
、
そ
の
保
存
整
噌
が
養
々
と
進
ん
で
い
る
。

ま
ず
、
平
域
宮
跡
に
つ
い
て
は
、
匡
贅
に
よ
る
東
院
池
域
の
土
池
の
買
上
げ

費
七
千
一
一
万
円
（
昭
和
国
十
八
年
度
に
奈
良
呉
が
岨
方
債
を
財
源
と
し
て
先
行

取
得
し
た
も
の
を
国
炉
奈
良
県
か
ら
再
取
得
す
る
）
、
発
搬
調
査
費
一
億
五
千

八
百
五
十
四
万
円
、
整
侮
管
涅
贅
九
千
八
百
九
十
万
円
等
総
瞑
四
億
九
百
十
七

万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

国
飛
鳥
•
藤
原
宮
跡
の
保
存
茎
備

飛
鳥
。
籐
原
宮
跡
に
つ
い
て
は
、
藤
原
宮
跡
等
の
土
地
の
国
費
応
よ
る
買
い

上
げ
賽
四
億
五
千
万
円
、
霊
要
遺
跡
の
発
掘
調
査
費
一
億
九
百
八
十
五
万
円
、

遺
跡
の
整
備
管
理
費
二
千
八
百
四
十
四
万
円
等
総
額
で
六
億
七
千
三
百
二
十
七

万
円
を
計
上
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
広
く
国
民
一
般
に
飛
鳥
地
域
の
歴
史
と
文

化
財
を
理
解
さ
せ
る
た
め
の
展
示
施
設
と
し
て
昭
和
四
十
六
年
度
か
ら
建
設
を

追
め
て
き
た
蒐
烏
贅
料
館
が
、
昭
和
五
十
年
―
―
一
月
十
五
日
に
開
館
し
た
e

総
天
然
記
念
物
の
保
存
対
策
の
充
実

動
禎
物
等
の
天
然
記
念
物
も
、
鰐
発
等
に
よ
る
生
育
褒
境
の
変
化
の
結
果
そ

の
保
存
が
憂
應
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
緊
急
闘
査
や
研
究
委
託
の
ほ

か
、
そ
の
保
護
増
殖
の
た
め
の
補
助
金
を
九
千
七
十
i
―
一
万
円
酎
上
し
て
い
る
。
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各
踵
の
文
化
財
を
保
存
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
技
術
又
は
技
能

I
た
と
え
ば
修
理
技
術
等
|
ー
の
消
長
は
、
．
文
化
財
の
保
存
に
大
き
な
影
響

八

文

化

財

保

存

技

術

の

保

存

俗
に
つ
い
て
の
知
識
と
理
解
を
粋
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

の
設
立
準
備
は
昭
和
四
十
二
年
度
か
ら
進
め
ら
れ
て
お
り
、
津
設
予
室
地
は
千

業
県
（
佐
倉
市
）
佐
倉
域
跡
に
内
定
し
て
い
る
。
昭
和
五
十
年
度
は
、
新
た
に
基
本

設
計
に
要
す
る
罷
費
及
び
土
地
睛
入
費
を
計
上
し
た
ほ
か
、
前
年
度
に
引
き
続

き
、
博
物
飲
資
料
の
買
上
け
、
製
作
等
を
行
い
、
具
体
的
な
建
設
の
準
偉
を
進
め

る
こ
と
と
し
て
、
三
億
一
千
五
百
九
十
七
万
円
の
準
備
費
を
計
上
し
て
い
る
。

ま
た
、
各
峨
の
腕
史
資
料
、
民
俗
資
料
や
発
掘
闘
査
に
よ
る
出
土
品
を
収

纂
展
示
し
て
、
郷
士
の
歴
史
と
文
化
財
に
対
す
る
知
織
と
理
解
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
池
方
隠
史
民
俗
資
料
館
の
翌
置
に
つ
い
て
は
、
県
立
二
館
、

市
町
村
立
二
十
館
の
虹
設
費
補
助
金
一
憶
三
千
五
百
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

十

国
立
博
物
縮
等
の
展
示
の
充
実

九

伝
統
的
壼
造
物
群
の
保
存

七
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
及
び
地
方
歴
史
民
俗
資
料
館
の
遵
殷

姿

'
,
1
"
1
’
9
-
L
I

F

C

文
化
財
に
関
す
る
謁
査
研
究
、
国
士
品
の
収
底
賽
整
碑
、
保
管
等
を
行
う
瑶
方

埋
蔵
文
化
財
調
蒼
セ
ン
タ
ー
設
罷
贅
補
助
一
餡
分
六
千
五
百
万
円
の
補
助
金
を

な
芝
特
殊
法
人
固
立
劇
湯
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
新
規
計
上
の
施
設
の
特

別
補
修
費
を
含
め
、
一
般
管
理
費
、
伝
承
者
養
成
事
業
贅
等
の
総
額
十
三
億
七

千
七
百
五
万
円
を
補
助
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

国
立
歴
史
民
俗
抑
物
館
（
仮
称
）
は
、
我
が
国
の
政
治
、
経
済
、
社
会
、
文

化
な
ど
の
各
分
野
の
膝
史
資
料
と
衣
食
住
、
生
業
、
信
仰
な
ど
に
関
す
る
民
俗

資
料
を
収
集
、
保
管
、
辰
示
し
て
、
広
く
国
民
一
般
に
対
し
、
我
が
国
の
厖
史
と
戻

史
跡
と
と
も
に
国
土
開
発
の
進
辰
に
伴
っ
て
問
題
と
な
る
の
が
、
埋
蔵
文
化

財
包
蔵
池
の
保
存
に
つ
い
て
で
あ
る
。

r

H

全
国
選
跡
分
布
図
作
成

埋
蔵
文
化
刷
包
蔵
池
の
屍
知
の
徹
底
を
図
る
た
め
、
昭
利
四
十
六
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
全
国
選
跡
分
布
調
査
を
基
礎
と
し
て
、
昭
和
四
十
八
年
度
か
ら

各
県
別
に
全
国
選
跡
分
布
図
を
作
成
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
の
経
費
と
し
て
一

千
五
百
二
十
六
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

⇔
埋
蔵
文
化
財
緊
急
調
査
菊
助

埋
肢
文
化
財
包
蔵
地
の
緊
急
発
掘
闘
査
費
の
補
助
金
を
増
額
し
た
ほ
か
、
重

要
造
跡
に
つ
い
て
そ
の
範
既
と
性
格
を
究
明
す
る
た
め
の
確
認
緊
急
闘
査
賓
も

補
助
す
る
こ
と
と
し
、
総
額
四
億
七
千
互
十
万
円
の
補
助
金
を
計
上
し
て
い

る。

文
化
財
パ
ト
ロ
ー
ル

国
埋
蔵
文
化
財
そ
の
他
各
菰
の
文
化
財
の
保
存
管
理
状
況
を
巡
視
し
て
そ
の
保

腕
に
姿
す
る
た
め
、
都
道
府
県
の
文
化
財
パ
ト
ロ
ー
ル
裏
業
に
対
す
る
補
助
金

二
千
八
百
二
十
万
円
を
前
年
度
に
引
き
読
き
、
計
上
し
て
い
る
。

回
地
方
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
設
置
補
助

都
道
府
県
等
に
誌
け
る
坦
歳
文
化
財
の
顆
査
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、
埋
蔵

四

埋

蔵

文

化

財

の

保

證

計
上
し
て
い
る
。

国
埋
蔵
文
化
尉
セ
ン
タ
ー
翌
備

昭
和
四
十
九
年
裟
に
池
方
公
共
団
体
に
お
け
る
調
査
体
制
を
強
化
す
る
た

め
、
池
方
公
共
団
体
の
行
う
岨
壱
発
掘
調
査
に
対
す
る
専
門
的
技
術
的
助
言
と

発
掘
詞
査
員
の
研
修
訓
親
等
を
行
う
塩
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
を
奈
良
匿
立
文
化

財
研
究
所
に
設
置
し
た
が
、
定
員
増
員
四
人
（
現
在
八
人
）
と
運
営
費
四
千
百

九
十
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

重
要
民
俗
資
料
の
修
珪
事
業
に
つ
い
て
は
、
八
百
八
十
六
万
円
、
重
要
民
俗

資
料
の
保
存
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
三
千
九
百
五
十
万
円
、
民
俗
資
料
の

緊
急
胄
査
に
つ
い
て
は
、
一
千
六
百
八
十
五
万
円

し
て
い
る
。

貢
要
無
形
文
化
財
の
保
持
者
（
い
わ
ゆ
る
人
間
国
宝
）
に
支
給
す
る
特
別
助

成
気
を
七
千
万
円
（
保
持
者
一
人
圭
た
り
八
十
五
万
円
を
百
万
円
に
増
額
）
計

上
し
て
い
る
。

ま
ピ
、7
 

公
開
、
文
楽
桐
会
等
に
対
す
る
団
体

助
嗅
喜
沿
芸
能
の
現
池
公
闘
、
地
方
燕
形
文
化
財
の
鯛
査
。
記
録
作
成
に
対

す
る
補
助
金
と
し
て
一
億
九
百
二
十
七
万
円
、
ま
た
能
楽
。
文
楽
の

一
百
八
[
+
il
一
万
円
を
尉
上
し
て
し
交

を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
り
、
こ
仇
な
く
し
て
は
文
化
財
の
保
護
の
完
全
を
期
す
る

こ
と
は
で
ぎ
な
い
。
曙
和
五
十
年
筐
は
f
引
き
読
い
て
建
造
拗
修
理
技
術
者
蓑

成
補
助
、
彫
刻
工
芸
品
修
理
技
術
者
整
成
補
助
、
屋
板
葺
技
能
者
曇
成
袖
助
、

梢
物
染
技
術
の
記
録
作
成
を
行
う
こ
と
と
し
て
、

上
し
て
い
る
。

一
千
六
百
四
十
九
万
円
を
計

現
在
の
文
化
財
堡
護
行
政
は
、
歴
史
的
風
致
を
有
す
る
策
落
町
並
み
等
の
伝

統
的
建
造
物
群
の
所
在
す
る
地
呟
の
保
存
に
ま
で
は
及
ん
で
い
立
い
。
し
か

1

y
こ
れ
ら
の
集
落
町
並
r

パ
も
地
域
生
活
の
変
化
に
伴
い
i
．
漸
次
濫
滅
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
の
で
、
文
化
庁
で
は
そ
の
実
態
胄
査
を
昭
和
国
十
七
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る
炉
昭
和
五
十
年
度
に
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
こ
れ
ら
の
伝
統
的

な
建
造
肪
雷
を
有
す
る
地
区
の
所
在
す
る
市
町
村
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
の
地
区

保
存
状
況
の
調
査
と
そ
の
保
存
計
画
を
策
定
す
る
た
め
の
経
費
を
補
助
す
る
こ

と
と
し
て
八
百
万
円
（
＋
池
区
）
を
計
上
し
て
い
る
。

国
立
博
物
館
で
は
、
常
設
展
示
の
ほ
か
、
毎
年
特
別
展
を
闊
催
し
て
展
示
内

容
の
充
実
に
努
め
て
い
る
が
昭
和
五
十
年
度
に
は
、
東
京
国
立
博
物
館
で
は
、

「
鋭
窟
時
代
の
彫
刻
展
」
、
京
都
で
は
「
桃
山
の
工
芸
展
」
、
奈
良
で
は
「
仏
舎

利
の
美
術
展
」
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

六 五

無
形
文
化
財
の
捩
存
活
用

民
俗
資
料
の
保
存
整
備

（
文
化
庁
長
官
官
房
会
計
課
長
）
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社

会

教

育

関

界

の

指

導

者

と

賊

員

〔
座
談
会
]

青

少

年

団

体

活

動

と

指

導

者

（
出
席
者
）
鈴
木
久
仁
子
：
永
山
応
夫
•
石
内

小

泉

求

・

（

司

会

）

湯

上

二

郎

社

会

教

育

に

お

け

る

非

常

効

敲

員

の

役

割

小

倉

〔
実
践
事
例
，
l

派

遣

社

会

教

育

主

事

の

一

年

原

尻

〔
解
説
〕

社

会

敦

育

関

係

峨

員

の

資

格

取

得

方

法

伊

藤

派

遣

ス

牽

ー

ツ

主

事

に

つ

い

て

望

月

〔

海

外

事

情

紹

介

〕

．

ア

メ

リ

カ

の

婦

入

景

ラ

ン

テ

ニ

）

活

動

山

口

〔
資
料
〕

社

会

教

育

関

侭

職

員

の

研

修

状

況

社

会

教

育

牒

青

少

年

団

体

捐

導

者

研

修

り

状

況

青

少

年

教

育

課

婦

入

団

体

指

毒

者

研

修

の

実

態

婦

人

教

育

罪

―

視

聡

覚

裳

育

摺

塔

者

研

修

の

基

準

視

聡

覚

教

育

課

〔
現
地
ル
ポ
〕

国

立

社

会

教

育

研

修

所

を

訪

ね

て

西

ヶ

谷

悟

ー

(

K

)

 

◇
緑
の
柳
が
黒
に
揺
れ
｛
．
沈
丁
花
の
懐
し
い

匂
い
が
流
れ
、
桃
、
桜
・
・
・
・
。
東
京
。
霞
ヶ

関
も
よ
う
や
く
春
う
ら
ら
か
と
い
う
と
こ
ろ

で
す
。
新
年
度
を
迎
え
て
読
者
の
皆
様
に
は

ご
茫
躍
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

こ
の
一
日
、
皇
居
北
の
・
丸
公
園
の
国
立
近

代
美
術
饂
に
、
本
号
か
ら
毎
号
美
術
選
評
を

お
願
い
す
る
こ
と
記
な
っ
た
三
木
事
業
課
長

を
お
訪
ね
い
た
し
ま
し
た
C

本
号
で
は
P

「
岸
田
劉
生
筆
賢
子
五
オ
之
像
」
を
お
選
び

い
た
だ
き
ま
し
た
足
次
号
以
下
も
、
お
お

む
ね
日
本
人
画
家
に
よ
る
作
品
を
中
心
に
ご

解
説
を
い
た
だ
き
、
楽
し
み
に
味
わ
っ
て
ゆ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇
昭
和
五
十
年
度
予
算
は
、
四
月
二
日
参
議

院
本
会
醗
に
お
い
て
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
み
ま
す
と
、
文
部
省
所
管
の
一
般
会

計
予
算
瞑
は
二
兆
四
千
三
十
六
億
円
で
、
国

の
一
般
会
計
予
募
総
額
の
一
―
•
三
％
を
占

め
、
前
年
度
比
で
三
五
二
品
度
の
伸
び
と
な

っ
て
い
ま
す
e
、
ま
た
、
国
立
学
狡
特
別
会
計

の
予
算
額
は
f
七
千
二
百
四
十
偉
円
で
前
年
l

度
比
で
二
六
＇
九
究
の
伸
ひ
と
な
っ
て
い
ま
―

す
。
本
号
で
は
、
こ
の
予
算
に
基
づ
き
文
部
一

つ
い
て
解
説
す
る
こ
と
と
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